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代表・一般質問を平成２8 年 2 月
24 日、25日、26 日に開会した
第１回定例会本会議で行いました。

代
表
・
一
般
質
問

　

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、

各
会
派
を
代
表
す
る
議
員

と
無
会
派
の
議
員
が
、
区

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
、
区
政
執
行
に
あ
た

る
区
長
を
は
じ
め
執
行
機

関
の
考
え
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

以
下
そ
の
一
部
を
掲
載

し
ま
す
。

平成 28年（2016 年）4月 25日 第 274 号（2）足 立 区 議 会 だ よ り

平
成
28
年
度
予
算
編
成
へ
の
思
い
は

【
問
】
地
方
公
共
団
体
の
仕
事
は
公

平
性
と
継
続
性
が
求
め
ら
れ
、
一
歩

立
ち
止
ま
っ
て
、
地
に
足
を
つ
け
た

区
政
運
営
も
必
要
で
あ
る
。
今
回
の

予
算
編
成
に
お
け
る
区
長
の
思
い
は
。

【
区
長
】
区
の
４
つ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
的
課
題
の
克
服
と
合
わ
せ
て
、
区

の
可
能
性
や
魅
力
を
最
大
限
引
き
出

し
て
い
く
「
創
る
」
と
い
う
２
方
向

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
今
後
も
踏
襲

し
て
い
く
。

大
学
病
院
誘
致
へ
の
取
り
組
み
は

【
問
】
こ
の
た
び
、
足
立
区
大
学
病

院
施
設
等
整
備
基
金
条
例
が
設
置
さ

れ
る
運
び
と
な
り
、
い
よ
い
よ
大
学

病
院
誘
致
が
現
実
化
し
て
き
た
。
基

金
設
置
に
至
っ
た
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
経
緯
や
、
基
金
設
置
の
狙
い
は
。

【
区
長
】
用
地
の
確
保
や
建
設
費
へ

の
助
成
等
、
一
時
期
に
多
額
の
費
用

が
必
要
に
な
る
た
め
、
基
金
の
設
置

を
提
案
し
た
。
こ
の
基
金
に
は
寄
附

金
を
募
る
仕
組
み
も
整
備
し
た
の
で
、

区
内
外
問
わ
ず
広
く
周
知
を
図
り
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
趣
旨
を
賛
同

い
た
だ
き
、
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

区
内
産
業
の
人
材
育
成
・
確
保
を

【
問
】
福
祉
・
介
護
、
医
療
の
ソ
フ

ト
サ
ー
ビ
ス
業
が
区
内
産
業
の
主
役

に
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
、
必
要
と
す

る
経
営
資
源
と
し
て
の
人
材
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
。
新
た
な
産
業
振
興

と
し
て
の
視
点
か
ら
、
例
え
ば
産
業

経
済
部
で
一
括
し
て
所
管
す
る
等
の

検
討
も
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
の
際
、

区
内
金
融
機
関
と
連
携
協
力
し
て
、

奨
学
金
等
の
融
資
制
度
と
利
子
補
給

制
度
等
を
創
設
す
る
等
の
検
討
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
今
後
、
各
部
で
行
っ

て
い
る
人
材
確
保
と
育
成
を
産
業
経

済
部
で
一
括
し
て
進
め
る
こ
と
が
新

た
な
産
業
振
興
に
結
び
つ
く
と
同
時

に
、
効
率
的
、
効
果
的
な
事
業
執
行

に
結
び
つ
く
か
検
証
し
て
い
く
。
区

内
金
融
機
関
と
の
連
携
も
、
国
等
の

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
庁
内

関
係
部
課
と
の
検
証
を
進
め
て
い
く
。

寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用
を

実
施
す
べ
き

【
問
】
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
世

帯
に
対
し
て
、
寡
婦
（
夫
）
控
除
の

み
な
し
適
用
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
検
討
状
況
は
ど
う
か
。
対
象
と

な
る
事
業
及
び
具
体
的
な
実
施
時
期

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
政
策
経
営
】
平
成
28
年
４
月
か
ら

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
に
対
す
る
支
援
の
観
点

か
ら
、
学
童
保
育
室
、
私
立
幼
稚
園
、

保
育
園
、
認
証
保
育
所
の
保
育
料
等

で
準
備
を
進
め
て
い
く
。

六
町
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は

【
問
】
六
町
地
区
の
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
状
況
は
現
在
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
都
は
平
成
32
年

度
ま
で
に
地
区
全
域
の
移
転
・
工
事

に
着
手
す
る
目
標
を
掲
げ
た
が
、
実

際
に
す
べ
て
の
換
地
の
引
き
渡
し
と

道
路
、
公
園
等
の
造
成
工
事
が
終
わ

り
、
事
業
が
完
了
す
る
の
は
今
か
ら

何
年
後
に
な
る
の
か
。

【
都
市
建
設
】
平
成
27
年
度
は
主
に

環
七
通
り
北
側
部
分
で
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
平
成
27
年
12
月
末
現
在
の

仮
換
地
指
定
率
は
約
70
％
と
な
っ
て

い
る
。
工
事
の
最
終
地
区
に
お
い
て

は
、
工
事
着
手
年
度
が
平
成
32
年
度

の
予
定
で
あ
り
、
事
業
の
完
了
ま
で

に
は
、
そ
の
後
数
年
要
す
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
来
年

度
中
に
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
早
期
環
境
整
備
を

【
問
】
学
校
ト
イ
レ
の
環
境
改
善
に

つ
い
て
、
改
築
や
大
規
模
改
修
で
対

応
す
る
と
な
る
と
、
学
校
数
が
多
い

た
め
全
校
で
実
施
す
る
に
は
か
か
る

年
数
も
経
費
も
膨
大
に
な
る
。
ト
イ

レ
の
改
修
を
前
倒
し
し
、
早
期
に
す

べ
て
の
学
校
に
清
潔
で
快
適
な
環
境

を
提
供
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
平
成
28
年
度
よ
り
洋
便

器
化
を
は
じ
め
と
す
る
詳
細
設
計
に

着
手
し
、
平
成
29
年
度
よ
り
工
事
に

取
り
組
み
、
遅
く
と
も
８
年
後
の
平

成
35
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
で
ト
イ
レ
の
環
境
整
備
を
完
了

す
る
予
定
で
進
め
て
い
く
。

緊
急
事
態
へ
の
対
処
姿
勢
は

【
問
】
近
年
の
世
界
情
勢
の
急
激
な

変
化
は
、
看
過
で
き
ぬ
身
近
な
問
題

で
あ
る
。
万
が
一
に
は
国
の
存
立
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
区
民
の
平
和
と
命

を
守
る
た
め
に
、
国
に
対
し
法
改
正
、

法
整
備
を
求
め
て
い
く
こ
と
は
、
自

治
体
の
責
任
者
と
し
て
の
責
務
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
区
長
】
国
の
安
全
に
関
わ
る
法
律

の
改
正
や
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
民

の
安
全
を
守
り
、
国
際
社
会
の
平
和

と
安
定
に
貢
献
し
て
い
く
と
い
う
立

場
で
、
政
府
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

教
科
書
採
択
の
方
向
性
は

【
問
】
平
成
27
年
８
月
に
開
催
さ
れ

た
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
社
会
・

歴
史
の
教
科
書
採
択
が
行
わ
れ
た
。

自
虐
史
観
に
と
ら
わ
れ
た
人
と
歴
史

の
真
実
を
理
解
し
た
人
で
は
、
当
然
、

争
点
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
に
誇
り
と
真
実
を
伝
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
、
何
一
つ
触

れ
ぬ
よ
う
方
向
づ
け
て
い
く
委
員
の

発
言
は
何
だ
っ
た
の
か
。

【
教
育
長
】
各
教
育
委
員
が
選
定
委

員
会
か
ら
の
採
択
資
料
と
多
く
の
区
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民
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
の
見
識
に
基
づ
き
、
各
教

育
委
員
み
ず
か
ら
の
調
査
研
究
と
委

員
相
互
の
真
摯
な
議
論
を
通
じ
、
教

科
ご
と
に
公
平
、
厳
正
な
審
議
を
尽

く
し
、
子
ど
も
た
ち
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
教
科
書
を
採
択
し
た
も
の
と
考

え
る
。
審
議
の
冒
頭
で
は
、
選
定
の

方
針
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が

自
分
の
考
え
や
方
針
に
つ
い
て
発
言

し
て
お
り
、
一
委
員
に
よ
る
方
向
づ

け
が
あ
っ
た
と
は
と
ら
え
て
い
な
い
。

超
高
齢
者
社
会
へ
の
対
策
を

【
問
】
①
23
区
中
、
健
康
長
寿
ナ
ン

バ
ー
１
の
街
を
目
指
す
ア
ド
バ
ル
ー

ン
を
揚
げ
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

②
今
後
10
年
間
の
社
会
保
障
費
の
伸

び
方
、
10
年
後
の
区
内
の
認
知
症
患

者
数
を
ど
う
予
想
し
て
い
る
か
。

③
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

10
年
後
、
介
護
難
民
の
予
想
人
数
は
。

【
衛
生
】
①
健
康
長
寿
ナ
ン
バ
ー
１

と
い
う
理
想
的
な
目
標
を
揚
げ
つ
つ
、

現
実
的
な
当
面
の
目
標
と
し
て
23
区

中
の
平
均
レ
ベ
ル
の
達
成
を
着
実
に

目
指
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

【
福
祉
】
②
介
護
保
険
給
付
費
は
約

1.5
倍
、
国
民
健
康
保
険
で
約
1.1
倍
、

後
期
高
齢
者
医
療
で
約
1.8
倍
の
伸
び

を
見
込
ん
で
お
り
、
認
知
症
の
方
々

は
約
３
万
４
千
人
と
な
る
と
推
計
し

て
い
る
。

③
人
数
の
予
想
は
非
常
に
難
し
い
も

の
と
考
え
る
。
多
く
の
介
護
難
民
が

発
生
す
る
事
態
と
な
ら
な
い
よ
う
、

介
護
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

綾
瀬
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
進
展
を

【
問
】
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
付
き
ホ

テ
ル
の
誘
致
の
検
討
を
求
め
た
請
願

は
、
ま
さ
に
区
民
の
声
で
あ
り
、
議

会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
綾

瀬
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ア
と
し
て

の
事
業
提
案
が
出
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
が
ど
う
か
。

【
資
産
管
理
】
現
在
、
綾
瀬
エ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
の
見
直
し
に
着
手
し
て
お

り
、
今
後
は
議
会
と
区
民
の
声
を
丁

寧
に
伺
い
な
が
ら
、
請
願
で
採
択
さ

れ
た
区
民
の
集
え
る
施
設
を
踏
ま
え

た
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
め
、
地

域
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
事
業

者
公
募
を
進
め
て
い
く
。

平
成
28
年
度
予
算
編
成
…

そ
の
先
に
見
え
る
光
!!

起
こ
り
得
る
武
力
攻
撃
へ
の
対

策
と
教
科
書
正
常
化
を
求
め
る

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
と

綾
瀬
エ
リ
ア
の
整
備
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
が
見
え
て
、
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

自
由
民
主
党　
　

吉　

岡　
　
　

茂　

議
員

　
　

自
由
民
主
党　
　

せ
ぬ
ま　
　
　

剛　

議
員

　
　

自
由
民
主
党　
　

古　

性　

重　

則　

議
員

　
　

自
由
民
主
党　
　

長　

澤　

興　

祐　

議
員

水
害
時
の
避
難
場
所
の
再
検
討
を

【
問
】
避
難
場
所
と
い
っ
て
わ
ざ
わ


